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医学、歯学、薬学、看護学のコアカリ策定・改訂の変遷

医学

歯学

薬学

H13.3策定
H14.4～

H19.12一部改訂 H23.3改訂
H24.4～

H29.3改訂
H30.4～

H14.8策定
(専門教育部分)

H15.12策定
(実習部分)

H18.4～

H25.12改訂

H27.4～

基本的な資質の提示

H13.3策定

H14.4～

H19.12一部改訂 H23.3改訂

H24.4～

H29.3改訂

H30.4～

基本的な資質の提示 基本的な資質の修正 基本的な資質・能力の提示

医学・歯学教育の在り方に関する
調査研究協力者会議

看護学
H29.10策定

H31.4～

H28.10 大学における看護系人材養成の在り方に関する検討会

H19.5 連絡調整委員会・専門教育研究委員会の設置

H23.7 薬学教育モデル・コアカリキュラム改訂に関する専門研究委員会の設置
薬学教育の改善・充実に関する

調査研究協力者会議
薬学教育カリキュラムを

検討する協議会

（学生受入）

基本的な資質・能力の提示

（学生受入）

（学生受入）

（学生受入）
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薬学教育モデル・コアカリキュラム 改訂スケジュール

年度 薬学 （参考） 医学・歯学

２０１９年度

（令和元年度）

調査研究委託（１年目）

※委託先：日本私立薬科大学協会

２０２０年度

（令和２年度）

調査研究委託（２年目）

※委託先：日本私立薬科大学協会
調査研究委託（１年目）

２０２１年度

（令和３年度）

調査研究委託（３年目）

※委託先：日本私立薬科大学協会

コアカリ改訂検討開始

調査研究委託（２年目）

コアカリ改訂検討開始

２０２２年度

（令和４年度）
コアカリ改訂完了

調査研究委託（３年目）

コアカリ改訂完了

２０２３年度

（令和５年度）
（準備期間） （準備期間）

２０２４年度

（令和６年度）
学生受け入れ 学生受け入れ

薬学・医学・歯学は同時改訂
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薬学系人材養成の在り方に関する検討会 

目的 
 
平成１８年度からの新制度下における薬学系大
学の人材養成の在り方に関する専門的事項につ
いて検討を行い、必要に応じて報告をとりまと
める。 

構成員一覧 
 
　　石井 伊都子　一般社団法人 日本病院薬剤師会理事 
　　乾   　賢一　 一般社団法人 日本薬学教育学会理事長 
○ 井上 圭三　　　帝京大学副学長 
　　奥田 真弘　　 一般社団法人 日本医療薬学会会頭 
　　北澤 京子　　 京都薬科大学客員教授 
　　小西 靖彦　　 京都大学医学教育・国際化推進センター教授 
　　後藤 直正　　 京都薬科大学長 
　　佐々木 茂貴　 公益社団法人 日本薬学会会頭　 
　　田尻 泰典　     公益社団法人 日本薬剤師会副会長 
　　土屋 浩一郎 　 徳島大学薬学部長　 
　　手代木 功　 　日本製薬工業協会副会長 
◎ 永井 良三　  　  自治医科大学長 
　　西島 正弘　　 一般社団法人 薬学教育評価機構理事長 
　　狭間 研至　　 一般社団法人 日本在宅薬学会理事長 
　　本間 　浩　    一般社団法人 薬学教育協議会代表理事 
　　柳田 俊彦　　 宮崎大学医学部看護学科長 
 　　山口 育子　　 認定NPO 法人ささえあい医療人権センター 
　　　　　　　　　    COML 理事長 
 

◎座長　　○座長代理　　　 
　　（五十音順・敬称略） 

※オブザーバーとして厚生労働省も参加 
 

検討項目 
(1)  薬学教育の質の保証に向けた施策の検討 
      について 
(2) 薬学教育モデル・コア・カリキュラムの策定 
      について 
(3) その他 



薬学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に関する専門研究委員会 

目的 
 
　薬学系人材養成の在り方に関する検討会の審議を
踏まえ、薬学教育モデル・コア・ カリキュラムの改
訂に関する恒常的な組織を設置する。 

構成員一覧 
 
　 石井 伊都子  一般社団法人 日本病院薬剤師会 理事 
　 伊藤 智夫     特定非営利活動法人 薬学共用試験センター 理事 
◎井上 圭三     帝京大学 副学長 
　 小澤 孝一郎  広島大学 副学長 
　 角山 香織     大阪医科薬科大学薬学部 准教授 
　 河野 文昭     徳島大学大学院医歯薬学研究部 教授 
　 小佐野 博史  帝京大学 名誉教授 
　 小西 靖彦     京都大学大学院医学研究科 教授 
　 鈴木 匡        名古屋市立大学大学院薬学研究科 教授 
　 高田 早苗     日本赤十字看護大学 名誉教授 
　 高橋 秀依     東京理科大学薬学部 教授 
　 長津 雅則     公益社団法人 日本薬剤師会 常務理事 
　 平井 みどり  神戸大学 名誉教授 
　 平田 收正     和歌山県立医科大学薬学部 教授 
〇本間 浩        一般社団法人 薬学教育協議会 代表理事 
　 矢野 育子     神戸大学医学部附属病院 教授  
 
 

◎座長　　○座長代理　　　 
　　（五十音順・敬称略） 

※オブザーバーとして厚生労働省も参加 
 

検討項目 
（１）薬剤師国家試験出題基準の改正や法制度・名称
等の変更に対応した、モデル・ コア・カリキュラムの
改訂 
（２）学生への教育効果の検証等、モデル・コア・カ
リキュラムの検証・評価  
（３）モデル・コア・カリキュラムの改訂に必要な調
査研究  
（４）モデル・コア・カリキュラムの関係機関への周
知徹底、各大学の取組状況の 検証等、モデル・コア・
カリキュラムの活用に必要な事項  
（５）その他モデル・コア・カリキュラムの改訂に必
要な事項  



 　薬学教育モデル・コア・カリキュラムの考え方（抜粋） 

 
　今回の改訂は、「変化し続ける未来の社会や地域を見据え、多様な場や人をつなぎ活躍できる医
療人の養成」を目指して医学・歯学・薬学教育の３領域で統一的に取りまとめた。 
　近年、人口構造の変化、多疾患併存、多死社会、健康格差、増大する医療費、感染症の危機等様
々な問題に直面し、これらの社会構造の変化は、年を経るにつれ更なる激化が見込まれている。こ
のように社会に多大な影響を与える出来事を的確に見据え、多様な時代の変化や予測困難な出来事
に柔軟に対応し、生涯に渡って活躍し、社会のニーズに応える医療人の養成が必須である。 
　そのためには、医療者としての根幹となる資質・能力を醸成し、多職種で複合的な協力を行い、
多様かつ発展する社会の変化の中で活躍することが求められる。また、患者や家族の価値観に配慮
する観点や利他的な態度が重要である。さらには、ビッグデータやAI を含めた医療分野で扱う情報
は質も量も拡大・拡張しており、これらを適切に活用した社会への貢献も求められる。 
　これらを教育面から具現化するため、新たな「薬剤師として求められる基本的な資質・能力」の
提示、各大学の創意・工夫に基づいたカリキュラム作成、課題の発見と解決を科学的に探究する人
材の育成、医学・歯学・薬学の教育内容の一部共通化を行うこととした。 
　また、今回の改訂では、生涯にわたって目標とする「薬剤師としての基本的資質・能力」を掲げ
た学習成果基盤型教育を柱とし、平成25年度改訂版薬学教育モデル・コアカリキュラムの深化を
図り、薬学教育の質保証の観点から改革を進めることを企図する。 
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　　基本理念と背景   
　　キャッチフレーズ　   医・歯・薬で共通化 ＝ 医療人として価値観を共有 
 
「未来の社会や地域を見据え、多様な場や人をつなぎ活躍できる医療人の養成」 



薬剤師として求められる基本的な資質・能⼒力力（案）
平成25年年度度 薬学教育モデル・コア

カリキュラム 資質
令令和４年年度度版 薬学教育モデル・コア・
カリキュラム 資質・能⼒力力（案）

【参考】令令和４年年度度版 医学/⻭歯学教育
モデル・コア・カリキュラム 資質・能⼒力力

【前⽂文】医療療/⻭歯科医療療の質と安全の
管理理、プロフェッショナリズム

【前⽂文】医療療/⻭歯科医療療の質と安全の
管理理、プロフェッショナリズム

1.  薬剤師としての⼼心構え 1.  プロフェッショナリズム 1.  プロフェッショナリズム

2.  患者・⽣生活者本位の視点

2.  総合的に患者・⽣生活者をみる姿勢
（仮）

2.  総合的に患者・⽣生活者をみる姿勢
（仮）

9.  ⾃自⼰己研鑽
10.  教育能⼒力力

3.  ⽣生涯にわたって共に学ぶ姿勢 3.  ⽣生涯にわたって共に学ぶ姿勢

8.  研究能⼒力力 4.科学的探究 4.科学的探究

5.  基礎的な科学⼒力力 5.専⾨門知識識に基づいた問題解決能⼒力力 5.専⾨門知識識に基づいた問題解決能⼒力力

6.情報・科学技術を活かす能⼒力力（仮） 6.情報・科学技術を活かす能⼒力力（仮）

6.  薬物療療法における実践的能⼒力力 7.薬物治療療の実践的能⼒力力 7.  患者ケアのための診療療技能

3.  コミュニケーション能⼒力力 8.  コミュニケーション能⼒力力 8.  コミュニケーション能⼒力力

4.  チーム医療療への参画 9.  多職種連携能⼒力力 9.  多職種連携能⼒力力

7.  地域の保健・医療療における実践的
能⼒力力

10. 社会における医療療の役割の理理解 10. 社会における医療療の役割の理理解

資料４
「薬学系人材養成の在り方に関する検討会」

(第２回) Ｒ３.１２.２４
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薬学教育調査・研究・評価委員会　 

薬学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に関する専門研究委員会 

大項目ワーキンググループ　（B～G： ６グループ） 

教科担当教員会議 

意見収集 

「B 社会と薬学」  
「C 基礎薬学」  
「D 医療薬学」  
「E 衛生薬学」 
「F 臨床薬学」  
「G 薬学研究」  

薬学系人材養成の在り方に関する検討会 

　一般社団法人薬学教育協議会 

（文部科学省　令和４年度大学における医療人養成の在り方に関する調査研究） 

文部科学省 

薬学教育モデル・コア・カリキュラム改訂の実施体制 



構成 氏名（敬称略） 所属等 役職等 

専門研究委員会 

本間　浩 　薬学教育協議会 
　北里大学  

　代表理事 
　名誉教授 

平田　收正 　和歌山県立医科大学薬学部 　教授 

小佐野　博史 　帝京大学薬学部  　名誉教授 

鈴木　匡 　名古屋市立大学薬学部 　教授 

薬学教育協議会 

亀井　美和子 　帝京平成大学薬学部 　薬学部長 

後藤　直正 　京都薬科大学  　前学長 
大津　史子 　名城大学薬学部 　教授 
伊東　明彦 　帝京平成大学薬学部 　教授 

教科担当教員会議 
メンバー代表 

高橋　秀依 　東京理科大学薬学部 　教授 

小澤　孝一郎 　広島大学 　副学長 

角山　香織 　大阪医科薬科大学薬学部 　准教授 

荒田　洋一郎 　帝京大学薬学部 　教授 

日本薬剤師会 
長津　雅則 　日本薬剤師会  　常務理事 

松浦　正佳 　日本薬剤師会  　理事 

日本病院薬剤師会 
石井　伊都子 　千葉大学医学部附属病院 　薬剤部長 

高田　龍平 　東京大学医学部附属病院 　薬剤部長 

オブザーバー 

井上　圭三 　薬学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に関する専門研究委員会 
　帝京大学 

　座長 
　副学長 

小西　靖彦 　静岡県立総合病院 　病院長 

河野　文昭 　徳島大学大学院医歯薬学研究部 　教授 

　文部科学省高等教育局医学教育課 

　厚生労働省医薬・生活衛生局総務課 

薬学教育調査・研究・評価委員会　委員名簿　 



大項目ワーキンググループ 
（B～G班） 

氏名（敬称略） 所属等 役職等 

B　社会と薬学 亀井　美和子 帝京平成大学薬学部 薬学部長 

C　基礎薬学 後藤　直正 京都薬科大学 前学長 

D　医療薬学 小佐野　博史 帝京大学薬学部 名誉教授 

E　衛生薬学 平田　收正 和歌山県立医科大学薬学部 教授 

F　臨床薬学 鈴木　匡 名古屋市立大学薬学部 教授 

G　薬学研究 平田　收正 和歌山県立医科大学薬学部 教授 

大項目ワーキンググループ　（B～G： ６グループ）　班長名簿 
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 　薬学教育モデル・コア・カリキュラム　 

１.　大きく変貌する社会で活躍できる薬剤師を想定した教育 
        内容の検討  

２.  生涯にわたって目標とする「薬剤師として求められる基本 
　　的な資質・能力」を提示した新たなモデル・コア・カリ 
　　キュラムの展開  
 
３.  各大学の責任あるカリキュラム運用のための自由度の向上 
 
４.   臨床薬学という教育体制の構築 
 
５.　課題の発見と解決を科学的に探究する人材育成の視点 
 
６.　医学・歯学教育のモデル・コア・カリキュラムとの一部 
　　共通化 

薬学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に向けた基本方針 
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A 薬剤師として求められる基本的な資質・能力 
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Ⅱ　薬学教育モデル・コア・カリキュラムの構成 
（表示の方法と利用上の留意点等） 
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